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令和 7 年 1 月 31 日 

理工学部長 田中康寛 殿 

 

2024 年度前期 原子力安全工学科 授業改善アンケートを活用した教育改善報告 

 

原子力安全工学科   

主任教授 鈴木 徹  

教務委員 羽倉 尚人 

 

 令和 7 年 1 月 15 日（水）に開催された教室会議において議論を行い、その後、下記事項についてメー

ル審議し承認されたことをご報告申し上げます。 

 

１．学科としての教育改善の報告 

（１）アンケート分析結果 

 対象となる 18 科目中 50%以上の回答があった科目は 3 科目、10％以下の回答にとどまっ

た科目は 5 科目であった。 

 問 2（教材）から問 6（能力）について、ポジティブな回答である「3」もしくは「4」を

回答した比率を確認したところ、全科目で 80%以上であった。 

 問 7 の学習時間については、2 時間以上と回答した比率が 50%を超えた科目は全体の半数

である 9 科目であった。 

（２）アンケート公開方法 

集計したアンケート結果については、学科ホームページ（https://www.nuc.tcu.ac.jp/）にて

学生が閲覧できるよう掲載する。 

（３）学科の教育改善検討会議（教室会議）の概要報告 

1 月 15 日（水）の教室会議に先立ち、12 月 23 日(月)に教務委員より、メールにてアンケート

結果を共有するとともに、担当する授業の所感・工夫等について記述式の回答依頼を行った。教

室会議ではその集計結果を提示しつつ、授業改善の状況を教員間で意見交換・情報共有した。 

 授業運営の工夫 

 放射線取扱主任者試験への受験、合格を意識させるような課題をこれまでにも取り入れ

ていたがさらに充実させて授業中に扱うようにしていきたい。 

 外部講師による集中講義は、学生の取組度が高く感じられた。 

 SDPBL(1)における事前学習課題の提示が有効に機能しているように感じる。 

 高校の教科書を復習させるような内容は効果的であった。 

 授業の試験の過去問を提示し、試験準備をさせたが有効であった。 

 実験実習科目、レポート関係 

 プレゼンテーションスキルは高校までにかなり学んできている感じがするので、レポー

トをはじめとする文章の書き方についての指導を充実させた方がよい。 

 レポートの質、文章が書けないことに対するフォローアップが必要と感じる。 
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 学生実験などのレポートの評価を工夫する必要がある。 

 学生実験において学生自らが準備した試験体を用いることで実験への参加度を高めた

り、自分の考えをレポートで書かせるようにしたりした。 

 授業関連携 

 授業と授業、授業と実験のつながりをより意識したプログラムにブラッシュアップして

いきたい。 

 実験と授業の連携をより検討していきたい。 

 実験と授業がより連動するように順序などを検討したい。 

 アンケートの活用 

 中間アンケートの結果にて指摘されたことを後半の授業では改善することができた。 

（４）学科の教育改善の具体策 

・ 月に一度のペースで教室会議とは別に教育改善検討委員会を開催している。JABEE 審査の際に

指摘された項目のフォローアップやシラバスの点検、授業内容の検討などを行っている。 

・ スリム化後の新カリキュラムへの移行がほぼ完了した。各教員からのコメントにもあるよう

に、統廃合された各科目の内容の点検や、実験実習科目との連動などを引き続きフォローし

ていく。特に、技術士（原子力・放射線）の範囲をどのように網羅しているかという視点で整

理していく。 

・ 留年生の対応は原則として入学年次担任のままとしている。そうすることで卒業までの細や

かな一貫した指導ができるような体制としている。特に学期のはじめの履修登録時やクオー

ターの変わり目には教務委員と各学年担任との連絡を密にして、学生カルテを活用すること

で綿密で計画的な履修指導を実施する。 

・ 1，2 年次の科目において毎回の予習復習を義務付けたり、電気機械・放射線実験および原子

力実験実習に理解度確認を導入したりした結果、授業改善アンケートのスコアが伸びた結果

を踏まえ、学生の学修意欲の向上のために、授業内での演習の実施やアクティブラーニング

の手法を積極的に取り入れ、各授業において順次展開していく。 

・ 外部の資格試験を利用した客観的な理解度評価指標として、放射線取扱主任者試験等の国家

資格試験への挑戦を促している。受験のための準備から合格者への補助に至るまで手厚く対

応してきていることについては学生の中でも認知度が広がりつつある。これら資格取得が就

職にもアドバンテージになることをより明確に示すことができれば学生の意識を変えていく

一つのきっかけになると考えている。 

・ 外部講師を招いた講義は学生にとってもよい刺激となり、高い教育効果が得られるため、講

義担当教員がそれぞれのテーマに合わせて依頼するようにしている。 

・ 当学科の教育課程表に載っている共通部門や他学科科目をご担当いただいている先生方との

学習・教育到達目標などについての情報共有、意見交換の機会を検討していく。 

 

２．理工学部教務委員会への提案 

（１）共通問題の指摘 

① 学生による学生支援の拡充について 
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② 設備面について 

③ 授業評価アンケートについて 

（２）改善策の提案 

① 学生による学生支援の拡充について 

 学生実験の科目では、TA・アルバイトを多数雇用し、運営している。このことは、受講

学生の理解度に大きく寄与しており、今後も継続したい。また、TA 自身も教えること

により自らも学ぶことが多く、TA となる学生にとってもメリットが大きい。他学科に

おいても同様と思うので、TA 等の雇用について大学本部としても費用の面を含めバッ

クアップしていただくようにお願いしたい。 

 ラーニングコモンズや学生 FD 委員などの取り組みがなされているが、学生による学生

支援の枠組みを全体として強化し、教職員がポータルサイトやメールなどで発信する

情報を学生に届かせる仕組みを学生自身に考えさせ、取り組ませるような方策がある

とよいのではないかと思う。 

② 設備面について 

 HDMI の音声出力に不具合のある教室があった。各教室の設備面のメンテナンスを定期

的に行っていただくようにお願いしたい。（この手の作業には学生アルバイトを活用し

てはどうか） 

 学生の PC 必携化が全学年に及びつつあるので、各机にコンセントのない教室において

延長ケーブルを充実させるなどの対応をお願いしたい。 

 2 号館の教室において、Zoom 録画した際に非常に音質が悪いことがある。確認及び改

善をお願いしたい。 

③ 授業評価アンケートについて 

 アンケートの回収率を向上させるための方策として、例えば、都市大アカウントのパス

ワード更新のように、統一して強制力を持たせるようにすべきではないかと考える。ア

ンケートに回答して初めてその科目の受講を終える、すなわち、教員から評価してもら

えるようになる、といった仕組みをそろそろ取り入れてもよいのではないかと思う。こ

のアンケート結果から様々な分析を行い、教育改善につなげようとしているにもかか

わらず、その回収率向上策が教員からの呼び掛けだけというのは仕組みとして限界が

あるように感じる。 

 

以上 


